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ｿﾌﾄｳｪｱ工学の技術的な進展の-方で,ｽｹｼﾞｭ-ﾙの遅れ,ｿﾌﾄｳｪｱ品質に基づく事

故,そしてｺｽﾄの見積もり間違いなど,ｿﾌﾄｳｪｱ開発ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの進め方に起因する失敗が

重要な課題となっている.このような間題に対して｢ｿﾌﾄｳｪｱﾌﾟﾛｾｽ｣という概念が登場し,ｿﾌ

ﾄｳｪｱﾌﾟﾛｾｽの観点から,ｿﾌﾄｳｪｱ開発が抱える問題を解決するための様々な技術の提案

や議論が行われてきたが,依然として,ｿﾌﾄｳｪｱ開発ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの失敗原因は改善されてい

ない.特に,失敗原因を改善するために定義されたｿﾌﾄｳｪｱﾌﾟﾛｾｽが実際の開発ﾌﾟﾛｼﾞｪｸ

ﾄで利用されないために,改善が実現しないといった間題を抱えていた.

本論文では,定義されたｿﾌﾄｳｪｱﾌﾟﾛｾｽが実ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄで利用されない問題を,ﾌﾟﾛｾｽ

のﾓﾃﾞﾙ化方法の観点から分析し,ﾌﾟﾛｾｽのﾓﾃﾞﾙが現実の開発活動を適切に表現していな

いことに根本的な原因があると予測した.従来のﾌﾟﾛｾｽﾓﾃﾞﾙには,高度に-般的で抽象的な

ﾌﾟﾛｾｽの流れを示すことができるものや,あるいは特定のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄのﾌﾟﾛｾｽの中身を非常

に具体的に記述することのできるものは存在するが,これらは,計画策定や進捗管理に直按活

用できないか,あるいは,複数のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ間で繰り返し活用できないといったように,具体性と

-般性のいずれかに短所が存在する.そこで,現実の開発活動を適切に表現し,ﾌﾟﾛｾｽの改

善に適したﾌﾟﾛｾｽﾓﾃﾞﾙとしてPReP (Product Relationship Process)ﾓﾃﾞﾙを開発した.さらに,

pRePﾓﾃﾞﾙのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの管理およびﾌﾟﾛｾｽ改善-の利用方法を定義し,そのための支援

環境,および組織-の導入ﾓﾃﾞﾙの定義を行った.従来のﾓﾃﾞﾙ化の方法の多くは,ﾀｽｸ(作

業)の時間的順序関係によってﾌﾟﾛｾｽをﾓﾃﾞﾙ化している. -方, pRePﾓﾃﾞﾙは,成果物の

入出力の関連構造に着目したﾓﾃﾞﾙ化方法を特色としている.

pRePﾓﾃﾞﾙでは,最終成果物を作るために必要となる成果物の入出ｶの関連構造が,適用

する技術と管理方法とによって-意に決まるため,同等のﾌﾟﾛﾌｱｲﾙを持つﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ間では,

90-100%の再利用率となり,定義したﾌﾟﾛｾｽの再利用性が高いことが分かった.さらに,ﾓﾃﾞ

ﾙの理解性,改善-の適用性,ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ管理-の利用性において優れているとの評価を得

た.また, PRePﾓﾃﾞﾙでは,成果物を"作業者に割り当てられた作業の成果物"と定義することに

よって,ﾓﾃﾞﾙの粒度とﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの管理粒度が-敦するために,ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの計画策定や進

捗管理-の適用性が高いことを確認した.



(論文審査結果の要旨)

本論文は,ｿﾌﾄｳｪｱﾌﾟﾛｾｽの改善に適用されるﾌﾟﾛｾｽのﾓﾃﾞﾙ化手法の開発を目的として,

従来のﾌﾟﾛｾｽﾓﾃﾞﾙにおける,作業の時間的な順序関係を隠蔽した,成果物間の静的な入出

力の関連構造に着目した独自のﾌﾟﾛｾｽのﾓﾃﾞﾙ化手法とその利用方法を提案している.成果物

間の静的な入出力の関連構造とは,ある成果物を作成するために必要となる成果物の関連であり,

入力関連,同期関連,入力と動惇の合成関連の3種類の関連により,ﾌﾟﾛｾｽのﾓﾃﾞﾙ化が可能

であるとしている.

本論文に示された,研究の主な取り組みは,以下の5点であった.

1.ﾌﾟﾛｾｽ改善のためのﾌﾟﾛｾｽﾓﾃﾞﾙに要求される要件を整理分析する

2.上記要件を満足するためのﾌﾟﾛｾｽのﾓﾃﾞﾙ化の方針を,ﾌﾟﾛｾｽﾓﾃﾞﾙの抽象度とﾓﾃﾞ

ﾙ化の観点から分析する.その結果,成果物観点からのﾌﾟﾛｾｽのﾓﾃﾞﾙ化の方法が有効

であると予測した

3.成果物観点からのﾌﾟﾛｾｽのﾓﾃﾞﾙ化の方法を提案する

4.提案方法を,ﾌﾟﾛｾｽ改善のためのﾌﾟﾛｾｽﾓﾃﾞﾙの要件と比較,さらに実際の開発ﾌﾟﾛ

ｼﾞｪｸﾄ-適用し,ﾓﾃﾞﾙの有効性を確認する

5.提案するﾌﾟﾛｾｽﾓﾃﾞﾙをﾌﾟﾛｾｽ改善で利用する場合の適用方法と,支援環境の基本

ｱ-ｷﾃｸﾁﾔを提案する

従来のﾌﾟﾛｾｽのﾓﾃﾞﾙ化方法では,ﾀｽｸ(作業)の順序を中心としたﾌﾟﾛｾｽﾓﾃﾞﾙ

が考えられてきたが,この場合,現実の開発活動は,状況の変化や要件の変更などの要因に

よって常に変動するために,記述したﾓﾃﾞﾙが現実と帝離するか,正確な記述が非常に困難

であった.これらの従来のﾓﾃﾞﾙ化の方法に対して,提案方法は,ﾀｽｸを各成果物の作業

ﾓﾃﾞﾙとして内包させ,成果物の入出力の関連のみによってﾌﾟﾛｾｽのﾓﾃﾞﾙ化を行うこと

によって,記述されるﾌﾟﾛｾｽﾓﾃﾞﾙが,適用する開発技術と開発ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの管理方法

によって-意に決まる静的な構造となる.そのために,記述したﾓﾃﾞﾙは再利用性に優れ,

また理解が容易となり,さらに,開発ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの管理に適用する際には,状況の変化に

対する作業者の柔軟性を最大限に生かすことができるﾌﾟﾛｾｽﾓﾃﾞﾙとなることが,評価で

きる.実際に,開発ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ-適用し,ﾓﾃﾞﾙの再利用性および理解容易性等の調査を

行うことにより,提案方法の有効性も明確に示されている.

以上のとおり,本論文はﾌﾟﾛｾｽ改善でのﾌﾟﾛｾｽのﾓﾃﾞﾙ化とその利用のための具体的な

手法を提案しており,ﾌﾟﾛｾｽの記述方法と,利用方法に関する実用的な定義が行われ,実際

の開発ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ-の適用によってその有効性が示されている.この研究成果は,今後のﾌﾟﾛ

ｾｽ改善のためのﾌﾟﾛｾｽﾓﾃﾞﾙ化手法について,ﾌﾟﾛｾｽの定義と再利用,開発ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

での利用を視野に入れた新しい方向性を与え,ｿﾌﾄｳｪｱの品質,ｺｽﾄ,生産性向上のための

技術の発展に貢献するものであるため,本論文は博士(工学)論文として価値あるものと認める.


